
理想的なメカニカルシールの
5つの設計特徴
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スプリングが大気側（接液しない位置）にあること。

この位置であればスプリングは流体から守られ、その

機能はプロセス流体に含まれるコンタミや異物の影響

を受けない。

バランス型設計はシールにかかる流体圧力を受け
る面積を削減している。その結果閉面力は減少す
る。その結果摺動熱発生量が減り摺動面の潤滑性
が向上し、摺動面の摩耗や消費電力も低減する。 

回転型メカニカルシールの場合、運転中のスプリ
ングは取り付け時の直角度不良や部品の公差誤差
を補正しようとする。スプリングが補正すると運
動2次シールは1回転につき2回の前後運動をする。
この早い繰り返しの動きが軸上の酸化クロムの不
動態被膜を除去し、軸上の2次シール下部分に溝を

掘り、漏れの発生につながる

メカニカルシールのタイプによっては金属環に圧
入されたシール環が使用されている。プロセス流
体や摺動熱によって加温されるとシール環素材と
金属環の熱膨張係数の違いによりシール環の歪み
が発生する。これにより漏れが発生し、また摺動
面の摩耗も早くなる。これに対しモノリシック設
計のシール環は単一素材で作られており、この歪
みの影響を受けないよう設計されている。

静止型設計はスプリングが固定環側に設置されて
いるのでポンプの軸と一緒に回転しない。そのた
めスプリングはスタッフィングボックスの直角度
不良や回転数の影響を受けにくい。


